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弘法大師の生涯と覚王山

好評発売中

　日泰寺の地元、田代小学校、城山中学校を卒業。旭丘高校、早稲田
大学をへて、日本銀行に18年間勤務。
　2001年から参議院議員。元内閣府副大臣・厚生労働副大臣。地元
の歴史・文化遺産の継承と振興のために「弘法さんかわら版」を執筆
しています。今年で、足かけ14年目。
　日銀時代に母校の大学院博士課程を修了(学術博士)。現在は、早
稲田大学と中央大学大学院の客員教授も務めています。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
暑

い
日
が
続
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
旧

暦
の
知
立
の
縁
日
は
今
月
は
五

日
、
新
暦
の
覚
王
山
の
縁
日
は

も
ち
ろ
ん
二
十
一
日
で
す
。

　

般
若
心
経
の
意
味
を
学
ぶ
今

年
の
か
わ
ら
版
。
生
き
方
や
社

会
の
あ
り
方
を
考
え
る
際
の
道

標
（
み
ち
し
る
べ
）
で
す
。

　

今
月
は
「
無
眼
界
乃
至
無
意

識
界
（
む
ー
げ
ん
か
い
な
い
し

む
ー
い
ー
し
き
か
い
）
」
の
九
文

字
。

　

先
月
号
で
は
、
眼
（
視
覚
）
耳

（
聴
覚
）
鼻
（
嗅
覚
）
舌
（
味
覚
）

身
（
触
覚
）
の
「
五
感
」
に
「
第

六
感
」
で
あ
る
心
（
意
識
）
を

加
え
て
「
六
感
」
と
い
う
考
え

方
を
記
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
「
眼
界
」
は
目
に
見

え
る
世
界
。
「
意
識
界
」
は
心
が

感
じ
る
世
界
。

　

あ
れ
、
「
眼
」
と
「
心
」
の
間

の
「
耳
・
鼻
・
舌
・
身
」
は
ど

こ
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
忘

れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
四
つ
は
「
乃
至
」
と
い
う

言
葉
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

「
乃
至
」
は
「
何
々
か
ら
何
々

ま
で
」
と
い
う
意
味
の
古
語
。
こ

こ
で
は
「
耳
界
」
か
ら
「
身
界
」

ま
で
を
省
略
し
て
「
乃
至
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
六
感
で
感
じ
る
こ
と

に
は
、
全
て
自
分
の
先
入
観
や

固
定
観
念
、
自
分
の
判
断
基
準

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

「
無
眼
界
」
は
眼
に
見
え
る
世

界
も
な
く
、
「
乃
至
」
は
耳
に
聞

こ
え
、
鼻
に
匂
い
、
舌
に
旨
く
、

身
に
触
す
世
界
も
な
く
、
「
無
意

識
界
」
は
心
に
感
じ
る
世
界
も

な
い
。
自
分
の
先
入
観
や
固
定

観
念
、
自
分
の
判
断
基
準
に
囚

わ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
先
月
分

も
合
わ
せ
て
「
無
眼
耳
鼻
舌
身

意
」
「
無
色
声
香
味
觸
法
」
「
無

眼
界
乃
至
無
意
識
界
」
の
二
十

三
文
字
の
意
味
が
何
と
な
く
わ

か
っ
て
き
ま
す
。

　

六
つ
の
器
官
か
ら
入
手
す
る

六
つ
の
情
報
、
そ
れ
を
自
分
の

先
入
観
で
好
き
嫌
い
、
善
し
悪

し
を
判
断
す
る
六
つ
の
感
性
。

　

し
か
し
、
形
あ
る
も
の
は
や

が
て
無
く
な
り
「
空
」
に
な
る

と
思
え
ば
、
そ
れ
ら
に
拘
（
こ

だ
わ
）
り
、
囚
（
と
ら
）
わ
れ
、

捌
（
さ
ば
く
）
く
こ
と
に
執
着

し
て
は
い
け
な
い
と
教
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
ご

心
経
。
わ
ず
か
三
百
文
字
弱
の

短
い
お
経
の
中
に
、
お
釈
迦
様

の
教
え
、
人
間
関
係
や
社
会
の

問
題
を
和
ら
げ
る
心
の
あ
り
方
、

生
き
方
に
つ
い
て
の
教
え
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
「
拘
ら
な
い
」「
囚

わ
れ
な
い
」
「
捌
か
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
で
日
々
過
ご
せ
ば
、
人

間
関
係
や
社
会
の
問
題
も
ず
い

ぶ
ん
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

暑
い
夏
で
す
が
、
暑
い
と
思

え
ば
暑
い
。
六
感
に
支
配
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
「
無
眼
界
乃
至
無

意
識
界
」
な
気
持
ち
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
た
来
月
。
ご

き
げ
ん
よ
う
。
合
掌
。

※


